
　

本
年
度
14
回
目
を
迎
え
る
北
小
ふ
ん

か
祭
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
主
催
の
お
祭
り
イ
ベ
ン

ト
に
な
っ
て
お
り
、
年
に
一
度
開
催
し

て
い
ま
す
。

　

模
擬
店
・
バ
ザ
ー
、
北
小
管
楽
器
ク

ラ
ブ
に
よ
る
ミ
ニ
演
奏
会
を
行
い
ま
す
。

今
年
は
地
域
の
方
々
の
ご
協
力
に
よ
り

「
み
よ
た
カ
ル
タ
取
り
大
会
」も
開
催
し

ま
す
。
大
人
も
子
ど
も
も
皆
で
ご
参
加

く
だ
さ
い
。
毎
年
恒
例
の
御
代
田
町
赤

十
字
奉
仕
団
の
皆
さ
ま
に
よ
る
炊
き
出

し
体
験
も
ご
ざ
い
ま
す
。

　

地
域
の
皆
さ
ま
、
ご
近
所
の
方
々
な

ど
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
遊
び
に
来
て

く
だ
さ
い
。

日
時　

９
月
16
日（
土
）

管
楽
器
演
奏
会　

午
前
11
時
30
分
〜

模
擬
店
開
始　

正
午
〜
午
後
２
時
30
分

場
所　

御
代
田
北
小
学
校

駐
車
場　

 

北
小
校
庭（
前
日
、当
日
雨
天

の
場
合
の
み
役
場
駐
車
場
）

主
催　

御
代
田
北
小
学
校

　
　
　
　

ふ
ん
か
祭
実
行
委
員
会

※ 

ゴ
ミ
袋
を
持
参
の
う
え
ゴ
ミ
の
持
ち

帰
り
に
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

御
代
田
北
小
学
校（
32
）２
０
６
９

平
成
平
成
2929
年
８
月
１
日
付

年
８
月
１
日
付

職
員
人
事
異
動

宝
く
じ
の
助
成
金
に
よ
り

備
品
を
整
備
し
ま
し
た

　

宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広

報
事
業
で
あ
る
、「
地
域

活
動
助
成
事
業
」を
活
用

し
、
公
益
財
団
法
人
長
野

県
市
町
村
振
興
協
会
よ
り

宝
く
じ
の
助
成
を
受
け
て
、

塩
野
自
主
防
災
・
消
防
隊

の
備
品
を
整
備
し
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
宝
く
じ

の
社
会
貢
献
広
報
事
業
の

一
環
と
し
て
、
地
域
社
会

の
健
全
な
発
展
と
住
民
福

祉
の
向
上
を
目
的
に
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

塩
野
区

　

塩
野
区
で
は
、
ヘ
ル

メ
ッ
ト
や
ハ
ッ
ピ
等
を
整

備
し
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
先

　

企
画
財
政
課

　
　

地
域
振
興
係

 

（
32
）３
１
１
２

【
ヘ
ル
メ
ッ
ト
】

【
ハ
ッ
ピ
】

問
い
合
わ
せ
先　

総
務
課
庶
務
係（
32
）３
１
１
１

新
規
採
用
職
員
の
紹
介

　

早
く
仕
事
を
覚
え
、
町
民
の
皆
さ
ま
に

信
頼
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。

齋
藤 

翔（
保
健
福
祉
課
）

　

笑
顔
で
の
対
応
を
心
掛
け
、
御
代
田
町

に
住
む
皆
さ
ま
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
頑

張
り
ま
す
。

内
堀 

沙
紀（
税
務
課
）

　

今
ま
で
の
経
験
を
糧
に
し
、
皆
さ
ま
の

お
役
に
立
て
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

工
藤 

有
紗（
総
務
課
）

　

御
代
田
町
や
町
民
の
皆
さ
ま
の
お
役
に

立
て
る
よ
う
精
進
し
て
参
り
ま
す
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

木
村 

圭
佑（
税
務
課
）

　

少
し
で
も
早
く
仕
事
を
覚
え
、
御
代
田

町
の
た
め
に
働
け
る
よ
う
努
力
し
て
い
き

ま
す
。

黒
岩 

聡
志（
教
育
委
員
会
）

北
小
ふ
ん
か
祭
開
催
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（
広
告
欄
）

御
代
田 

連
絡
先　
佐
久
広
域
連
合
御
代
田
消
防
署（
32
）０
１
１
９

救急医療週間について

救急医療週間とは
　9月9日を「救急の日」とし、その日を含む一週間の日曜日から土曜日を救急医療週
間と言っています。平成29年は9月3日～9日までを「救急医療週間」とし、救急業務
や救急医療に対して国民の正しい理解と認識を深めてもらう期間となっています。

　昨年、御代田消防署管内では年間542件もの救急出動が発生しており、おもに心筋
梗塞や脳卒中などの急病が占めており、ついで転倒による一般負傷が多く見られて
います。普段の生活により、ほとんどが未然に予防することができます。しかし、気
を付けていても病気やケガは突然起こります。いざという時に病気の初期症状を知っ
ていることにより救急車をためらわずに呼ぶことができるのではないでしょうか。

例えば……
●脳　梗　塞……体の半分や腕、足などの力が入らず動かない（麻痺）。
　　　　　　　　顔の半分が痺れしゃべりにくさやよだれを垂らす。
●脳　出　血……激しい頭痛（今までに経験したことが無いような）。
　　　　　　　　強い吐き気や頻回の嘔吐。
●心 筋 梗 塞……胸の真ん中を締め付けられる感じや
　　　　　　　　抑えつけられる感じがする。冷汗。
●大動脈解離……痛みの場所が移動する背中の強い痛み。

　などの症状が見られたときには、ためらわず119番通報して救急車を呼んでください。

　ぜひ、この機会に救急や医療に関心を持っていただき、家族や友人、自分自身
の命を守っていきましょう。

第2回甲種防火管理者資格取得講習会
10月11日（水）・12日（木）
佐久市　市民創練センター
受付　9月19日（火）～10月4日（水）

お知らせ
です。
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